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■時事の話題 
○安倍新総裁について 
 先週、自民党総裁に安倍晋三氏が就任され、本日、新政権が発足する。小泉

政権の功罪は、色々と言われているが、どん底だった経済を立て直した点は、

評価すべきだ。安倍新総裁には、日本の競争力の更なる発展と美しい日本の実

現に力を尽くして欲しい 
 
○京都の景況動向について 
 わが国の経済は、昨年から順調な景気回復を続けてきたが、ここにきて景況

感に やや慎重な見方が広がっている。その一方で、原油価格が 60ドルを下回
っており、欧州・中国・インドは好景気を維持していることなどを考えると、

当分の間、緩やかな成長が続くと思われる。 
 京都の状況は、本所が調査した BSI(経営経済動向調査)によると、７－８月期
の自社業況の総合判断は、大企業の＋6.0 に対し、中小企業は▲6.3 と、中小企
業の減速感が際立っている。特に、呉服販売チェーン会社が倒産するなど、京

都の伝統産業は依然厳しい。本所では今回の大型倒産を受け、京都府・京都市

をはじめ、関係機関と連携して「緊急金融･経営相談窓口」を開設し、連鎖倒産

の防止に努めている。  
 
■時事の話題 
○科学技術と人類の未来 に関する国際フォーラム（STSフォーラム）について 
同フォーラムは、今年で３回目を迎え、世界 65の国と地域から約６００名の
有識者に参加頂いた。来年も、１０月に京都での開催が決定しており、日本を

代表する国際会議として、国内外から大きな期待が寄せられているものと、大

変喜んでいる。 
 
○2008年サミット京都誘致活動について 
９月５日に開催した関西サミット誘致委員会では、関西にサミットを誘致す

べく、新内閣発足後に要望書を提出することが申し合わされている。それとは

別に、サミットの首脳会議を京都に誘致するため、安倍新内閣に対し要望活動

を行っていく。 
京都創生百人委員会世話人会では、サミットの京都誘致を応援してもらえる

有識者を募り、約４０人の有識者から、サミット京都誘致を応援するとの申し

出を頂いており、誠に心強く感じている。 



「２００８年サミット京都誘致シンポジウム」を 9月 30日に開催する。サミ
ットを京都で開催する意義を考えるいい機会となるので、多くの方に参加頂き

たい。 
 
○「第 38回全国競技かるた女流選手権大会」開催について 
小倉百人一首事業の中核施設である嵐山「時雨殿」の大広間で、１１月３日(文
化の日)に待望のかるた大会「第 38 回全国競技かるた女流選手権大会」が開催
される。小倉百人一首撰集の地である小倉山麓の嵐山において、競技かるたの

女性日本一を決定する大会が開かれることは、百人一首ゆかりの地にふさわし

く、小倉百人一首を通じて、文化・芸術の継承と振興を図り、京都から新しい

文化を創造し、発信する事業のひとつとして発展していくことを期待している。 
 

以上 
 


